
 

 

 

令和８年８月２１日 

報道機関各位  北九州市産業経済局 

令和８年８月２４日から２８日の５日間、北九州国際会議場を

中心に、ロボット工学分野の最高峰といわれる国際学会「IEEE 

RO-MAN 2026」が開催されます。 

本学会には、家族型ロボット「LOVOT（らぼっと）」開発者の林

要氏をはじめ、国内外から第一線で活躍する研究者が集結しま

す。期間中は、最新論文の発表やロボット競技会に加え、地元企

業や市内観光地を巡るツアーなど多彩なプログラムが実施され

ます。 

本学会の開催を通じて、北九州市が掲げる新・北九州学術研究

都市戦略（G-CITY戦略）が掲げる「世界を巻き込む学術研究都市」

の実現に向け、北九州市の研究・産業のポテンシャルを国内外へ発信します。 

 ぜひ、取材のほどよろしくお願いします。 

記 
 

１ 日  程 令和８年８月２４日（月）～２８日（金） 

２ 場  所 北九州国際会議場、西日本総合展示場、リーガロイヤルホテル等 

３ 参加予定人数 約６５０名（世界各国の研究者、学生、企業関係者等） 

４ 主なプログラム 

・基調講演（会場：北九州国際会議場） 

①８月２５日（火）９：３０～１０：３０ 

講演者：林 要 氏（GROOVE X株式会社 CEO／LOVOT 開発者） 

②８月２６日（水）１０：５０～１１：５０ 

講演者：Aude Billard 教授（スイス連邦工科大学ローザンヌ校工学部 LASA 研究所所長） 

③８月２７日（木）１４：００～１５：００ 

講演者：Stephen L. Smith 教授 

（ウォータールー大学自律システム研究所/データ&AI 研究所所長） 

・ロボットデザイン競技会 

・研究発表、産学間パネルディスカッション 

・市内ツアー（安川電機、TOTO、小倉城、夜景クルーズ等） 

・交流会（バンケット）：８月２６日（水）１９：００～２１：００ 

［出席予定者］ 

日本ロボット学会会長 久保田 哲也 

RO-MAN2026実行委員会会長 石井 和男（九州工業大学教授） 

来賓：北九州市副市長 片山 憲一 等 

北九州市政、北九州経済・金融記者クラブ同時配布資料 

国際学会「IEEE RO-MAN 2026」が北九州市で開催されます！ 

～最新の「人間とロボットの相互作用」技術が北九州市に一堂に会する 5日間～ 

 

 

世界 30 か国から 
AI・ロボット研究者が集結！ 



 

 

 

 

★IEEE RO-MAN（アイ・トリプルイー・ローマン）とは？ 

人間とロボットの相互作用（インタラクション）に関する世界最大規模の国際学会。

世界中の研究者や専門家が、最先端の研究成果や技術応用、社会実装など、ロボット

工学の未来を形作る重要な議論の場。今回で３５回目を迎える。 
 

★北九州市開催のポイント 

北九州市は、安川電機や九州工業大学などのロボット関連企業・機関が集積する 

「ロボットの街」であり、九州工業大学の石井教授らが国際学会誘致を主導してき

ました。 

今回の「IEEE RO-MAN 2026」開催決定は、北九州市の国際的認知度向上と 

ブランディング強化に貢献し、ロボット分野の次世代研究者育成や産学官連携による

イノベーション創出を加速させることが期待されます。 

 

【問い合わせ先】 

産業経済局未来産業推進課 

担当：岩本（課長）、岩﨑（係長） 

電話：093-582-2905 


